
 

 

 

 

小金井キャンパス教職課程センター通信 

「こがねい」    NO.１ 2026/4/１３ 
西館 B1 kkck★ml.hosei.ac.jp （★をアットマークに変えてください） 

2011 東北地⽅太平洋沖地震以降、⽇本で震度 7 以上の地震は、2016 熊本地震、2018 北海道胆振東部地震、
2024 能登半島地震と起きています。今後 30 年間に南海トラフ地震発⽣の確率は 2025 年 1 ⽉に「70〜80％」
が８０％に引き上げられました。そこで、内閣府は地震災害に対し下表の「南海トラフ地震防災対策推進基本
計画」を変更しました。「命を守る」対策と「命をつなぐ」対策が重点施策と挙げられています。 

 

 

注目は、防災教育・防災訓練の充実を筆頭に学校教育に委ねられる部分が多々あることです。 
これらは教育課程のどこに位置づけられているか御存知でしょうか。 
あなたなら、どのような取り組みを考えますか。探究学習の新たな切り⼝ですよ！ 



 

 

 
 
 
 

 

  

   
ここで、⽂部科学省のサイト「教職員のための学校安全 e-ラーニング | 学校安全 e-learning 教材」を紹介しま
しょう。https://anzenkyouiku.mext.go.jp/learning/index.html 

 
研修後のテストの⼀部を紹介しましょう。 

 

 
 
学校事故対応に関する指針【改訂版】（令和 6 年 3 ⽉） 

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/guideline-jikotaiou/index.html 

研修は 4 種類。基礎研修の対象は、教職員を目指す学⽣等
です。基礎研修①②③と研修後の各テストに TRY！ 

 

【学校安全】について 
前ページのように、内閣府は災害に対して対応マニュアルを策定しています。 
学校は、学校安全計画と危険等発⽣時対処要領(危機管理マニュアル)を策定することが義
務付けられています。  根拠：学校保健安全法 策定・作成、⾒直し
https://anzenkyouiku.mext.go.jp/mextshiryou/data/seikatsu03.pdf 

【事例対応】事例対応は、⾯接時に必ず聞かれます。けれど、緊張しているうえに、経験のな
いことを問われ、何が正解かと⼾惑うことがあるようです。経験がなくても知識があれば違っ
てきます。指針にはどのように対応すべきか⽰されています。確認しておきましょう。 
☆正解かではなく、何を⼤切にし、⾃分ならどう動くかを考えましょう。正解はないのです。 


